
１ めざす姿

身近で多くの人が気軽に利用できる交通手段である『自転車』。安心して走れる道と、

みんなで守るルールで安全に、もっと楽しく快適に自転車を利用できる北海道を目指し

ます。

Ⅲ 自転車施策の展開方向

高まる安全性
道交法の改正に伴う交通ルールの周知徹底や小中高生への交通安全教育、ヘ

ルメットの着用促進を一体的に推進することで、北海道全体の自転車利用におけ

る安全性の向上を着実に図ります。

深まる安心感
自転車通行空間の整備、適切な維持管理を行うとともに、損害賠償保険等に関

する理解促進と加入拡大を図ることで、すべての利用者が安心して自転車を活

用できる環境の整備を促進します。

広がる自転車
安全性の向上と安心感の醸成を基盤として、自転車の利用が世代や目的を超

えて広がり、通勤・通学、観光、健康増進に加え、環境負荷の軽減にも寄与するこ

とで、北海道における持続可能で活力ある新しいライフスタイルの創出につなげ

ます。

『高まる安全性！ 深まる安心感！ 広がる自転車∞北海道！！』

○自転車は健康、環境、観光から、楽しむ自転車とし

て多くの方に利用されています。ナショナルサイクル

ルートや大規模な自転車道の整備が進み、道民はも

とより、国内外の多くの人々が本道でサイクリングを

楽しんでいます。

○自転車は多くの人が気軽に利用できる便利な交通手段として、高齢者を含む幅広い

世代に利用されています。道交法の改正や通行空間整備の進展により、安全性と安心感

が向上しています。

○自転車は身近な交通手段として、通勤や通学、買い物、子どもの送迎など、さまざまな

目的で多くの道民に利用されています。その結果、健康づくりやSDGsへの貢献、さら

には環境への配慮にもつながっています。
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